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尼教組は、兵庫教職員組合、全教(全日本教職員組合) 

とともに活動しています。署名活動やアンケートを力に 

し、教育委員会との交渉などを通して、みんなの願いを 

実現するようにとりくんできました。２０２１年度、次 

のような願いが市・県・国で実現しました。         職場の要求を掲げた、女性部の県教委交渉   

今後も尼教組は、子どもたちのため、より良い学校づくりのため、みんなの願いを実現していきます。 

☆尼崎で 

◆校外学習施設入場料の教員分を市が負担 

 「お金のかからないところへ行け」と言わんばかりの尼崎市教委の態度でしたが、粘り強く要求し続け、

実現することができました。今後は、レンタカー代など、負担対象の拡大も必要です。 

◆古いトイレを順次改修へ 

 「くさい、暗い」と子ども達にもいやな思いをさせている古いトイレ。教育長との懇談でも提言し、洋式化 

などの改善も求めました。市教委も問題を認識しており、順次、照明や床の改修などをする予定です。 

◆職員の出退勤記録 ＩＣカード化による勤務時間の把握へ 

  現状の記録簿では、超過勤務どころか在勤時間さえ把握できていません。それは市教委も認めざる

を得ませんでした。在校時間の把握を客観的におこない、超過勤務の縮少をすすめていきましょう。 

本格稼働は４月からですが、試行期間に起きた問題は市教委に改善を求めます。 

◆給食会計の公会計が開始 

年度末に教員が「取り立て」を行い、保護者とのトラブルや「自腹を切る」こともありました。 

尼教組は、実態アンケートをとり、現場の大変さをずっと訴え続け、改善を求め続けてき 

ました。数年前から、公会計化を要望し続け実現しました。１月からスタートした中学校給 

食も公会計です。今後は学校諸費も公会計化できるようにしていきましょう。 

◆中学校図書室に司書配置 

市教委は、ボランティアに頼り続ける姿勢を取り続けていましたが、配置が実現します。 

まだまだ配置日数が限定的ですが、拡大するよう求めていきましょう。（2022 年度から） 

◆コロナ対策 修学旅行のキャンセル料、ネット環境整備の補助を市が負担 

  コロナ禍で、修学旅行が実施できるか否かと判断するときに、保護者負担をかけないよう、学校現場 

  では考慮しています。登校できない児童生徒のためのオンライン授業にも苦心しています。保護者 

  の負担を軽減するよう要望してきたことが実現できました。 

（要保護家庭にネット環境整備に 12000 円まで補助。2022 年度から。)  

 

 

 

 

 

 

尼崎市教職員組合：尼崎市西長洲町２-３４-１ 
     執行委員長 中川 純一 
 TEL 06-6481-1133   FAX 06-6481-9520 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://amakyoso.wix.com/amakyoso 
  E-mail  amakyoso@s5.dion.ne.jp 

人事異動や仕事の 
ことで、困った時 
は、尼教組へご相 
談ください。 
LINEで受付中。 

就学援助事務

も大きな負担。

改善していきま

しょう！ 



☆兵庫県で 

◆35人学級編成を中学校でも可能に 

県教育委員会は、新学習システム加配の対象に「中学校での３５人学級編成」を新たに加えました。 

対象は一学年だけですが、中学校での３５人学級実施への道をつくることができました。今後は、国に 

中学校も 35 人学級の定数改善を求めつつ、県独自の実施拡大に取り組んでいきましょう。 

◆採用試験で、臨任経験などを考慮した対応 

  県との交渉で、これまでに「採用基準の公表」「年齢制限の廃止」などを実現してきました。現場で奮闘 

  する臨時教員の負担軽減と経験を採用試験で考慮することをさらに前進させることができました。 

◆子育て支援の拡充 

  これからますます子育てに奮闘する教職員が増えてきます。 

子育て休暇に、修学旅行、自然学校の説明会も追加しました。 

＊会計年度職員も対象です。 
 

☆日本全国で 

◆教員免許更新制度、2022年７月廃止へ 

  教員不足や加重負担の一要因「免許更新制度」を廃止に追い込むこと 

ができました。しかし、研修履歴の記録などを含む新たな研修制度が検 

討されており今後の注視が必要です。 

◆35人学級が小学２年生に拡大 小学校全学年へ順に拡大 

  全国のＰＴＡや市町村からも、少人数学級の要請があがっていました。 

 毎年の全国教育署名が大きな力になり、定数改善が実現しました。これ 

 からは、拡大を早めるのと中学校への実現も求めていきましょう。 

◆国が特別支援学校の設置基準を策定 

 「今まで無かったの!?」と驚いた人も多かったでしょう。特別支援学校の設置基準がやっと作られました。

長年の運動で国を動かすことができました。不十分な点については更なる改善を求めていきましょう。  

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

ロシアのウクライナ侵攻に抗議 
 尼教組は、ロシア大使館へ抗議とともに、武力

ではなく平和的な解決を求め fax を送りました。 

 今回の件を口実に「アメリカの核兵器を日本も

共有する」ことを提案した安倍元首相、それを牽

引するような日本維新の会の動きは、被爆者の

思いを踏みつけにし、日本を戦争する国にして

いく大変危険な動きです。今こそ、非核３原則、

平和憲法をしっかり守り、武力に頼らない平和外

交が必要ではないでしょうか。 


